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れ
も
、鷹た

か

島し
ま

（
架
橋
島
）
と
松
浦
本
土
を
結
ぶ

鷹
島
汽
船
の
航
路
が
寄
港
す
る
。

青
島
で
は
住
民
全
員
を
社
員
と
す
る
「
一

般
社
団
法
人
青
島
○
」が
水
産
物
の
販
売
、加

工
品
の
製
造
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現

本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
のい
ま
①

 

長
崎
県
松
浦
の
島
々

青
島
―
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
青あ

お

島し
ま

○ま
る

長
崎
県
松
浦
市
の
法
指
定
離
島
は
青
島

（
二
〇
五
人
、
二
〇
二
〇
年
国
調
）、
黒
島
（
六
三

人
）、飛と
び

島し
ま

（
四
四
人
）
の
三
島
で
あ
る
。
い
ず

調
報

査
告

在
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
辻
山
新
悟
代

表
理
事
は
、陸
上
自
衛
隊
を
定
年
退
職
後
、一

〇
年
ほ
ど
前
に
故
郷
・
青
島
に
戻
っ
て
き
て
、

岩
牡
蠣
養
殖
に
従
事
し
つ
つ
、
青
島
〇
の
設

立
・
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
。

改
正
離
島
振
興
法
の
第
三
条
離
島
振
興
基
本
方
針
に
「
橋
梁
の
整
備
」
が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、衆

参
両
院
の
国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
「
架
橋
整
備
後
、地
域
の
実
情
に
配
慮
し
つ
つ
、離
島
地
域
指

定
が
直
ち
に
解
除
さ
れ
な
い
よ
う
指
定
解
除
基
準
を
検
討
す
る
こ
と
」
が
附
帯
決
議
さ
れ
、二
〇
二
三

年
五
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
二
回
国
土
審
議
会
離
島
振
興
対
策
分
科
会
に
て
、離
島
指
定
解
除

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
財
団
で
は
、
上
述
の
改
正
内
容
に
対
し
、「
架
橋
島
（
指
定
解
除
さ
れ
た
島
）」
の
現
況
や
課
題
を
把

握
す
る
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
本
誌
で
は
四
六
号
（
一
九
六
五
年
）
と
九
九
号
（
七
九
年
）
に
て
、

「（
離
）
島
に
橋
を
架
け
る
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、架
橋
促
進
活
動
の
状
況
、架
橋
へ
の
期
待
と
不
安

を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ま
と
め
て
き
た
が
、今
号
よ
り
複
数
回
に
わ
た
り
「
橋
が
架
か
っ
た
島
」
の

現
状
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
く
。

ま
た
、
改
正
法
で
新
設
さ
れ
た
「
小
規
模
離
島
へ
の
配
慮
」（
第
十
七
条
の
六
）
に
対
し
て
も
、
人
口

規
模
の
小
さ
い
島
々
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
も
合
わ
せ
て
報
告
し
て
い
き
た
い
。

※
離
島
振
興
法
の
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
号
二
七
三
号
参
照
。

航路
橋

長崎県 佐賀県

唐津市

伊万里市

福島

飛鳥

松浦市

御厨

青島

黒島

鷹島肥前大橋鷹島
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「
魚
の
量
や
種
類
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
低

価
格
魚
の
活
用
や
販
路
開
拓
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
タ
カ
ノ
ハ
ダ
イ
と
い

う
魚
は
み
り
ん
干
し
に
し
て
い
ま
す
」

二
〇
二
一
年
三
月
に
は
船
客
待
合
所
で
惣

菜
や
水
産
加
工
品
の
無
人
販
売
を
始
め
た
。

冷
蔵
ケ
ー
ス
に
は
、
刺
し
身
や
ワ
カ
メ
、
煮

物
や
サ
ラ
ダ
ま
で
並
ぶ
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
来

島
者
に
加
え
島
の
人
た
ち
で
、
買
い
物
支
援

の
側
面
も
あ
る
。
通
常
、魚
は
譲
り
合
う
（
お

裾
分
け
）
関
係
に
あ
る
と
い
う
が
、自
宅
で
捌

く
手
間
、
少
量
消
費
の
ニ
ー
ズ
か
ら
無
人
販

売
を
利
用
す
る
住
民
も
多
く
、
二
二
年
度
の

売
上
は
約
五
六
万
円
、
青
島
〇
の
収
入
は
三

七
万
円
ほ
ど
に
な
っ
た
。

 「
人
数
は
多
く
な
い
で
す
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の

若
者
も
い
て
、
青
島
○
の
理
事
も
務
め
る
な

ど
新
た
な
担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
青
島
○
だ
け
で
賃
金
を
払
え

る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雇
用
を
生
み

出
し
て
島
に
人
を
呼
べ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」

青
島
は
修
学
旅
行
な
ど

で
の
体
験
民
泊
の
受
け
入

れ
が
盛
ん
だ
っ
た（
本
誌
二

五
六
号
参
照
）
が
、
人
手
不

足
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
重

な
り
、
二
〇
年
以
降
は
受

け
入
れ
が
止
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
年
五
月
以
降
、

八
～
九
校
ほ
ど
の
受
け
入

れ
が
決
ま
っ
て
お
り
、
交

流
再
開
に
向
け
た
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

島
内
の
市
立
青
島
小
中
学
校
に
は
中
学
生

二
名
、
小
学
生
八
名
が
通
う
。
島
を
訪
れ
た

日
、
静
か
な
港
に
は
、
生
後
間
も
な
い
赤
ん

坊
の
声
も
響
い
て
い
た
。

鷹
島
肥
前
大
橋
―
島
の
生
活
圏
が
一
変

鷹
島
に
橋
（
鷹
島
肥
前
大
橋
）
が
架
か
っ
た

の
は
二
〇
〇
九
年
。
結
ば
れ
た
先
は
佐
賀
県

唐
津
市
肥
前
町
で
あ
る
。
県
境
を
ま
た
ぐ
離

島
架
橋
は
、
こ
こ
と
松
浦
市
福
島
～
佐
賀
県

伊
万
里
市
の
ほ
か
、
本
四
連
絡
橋
を
除
け
ば
、

広
島
県
大
崎
下
島
（
呉
市
）
～
愛
媛
県
岡
村
島

（
今
治
市
）
の
み
で
、
大
変
め
ず
ら
し
い
。

架
橋
に
よ
り
鷹
島
住
民
の
生
活
圏
に
は
大

き
な
変
化
が
生
じ
た
。
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

鷹
島
肥
前
大
橋
に
関
す
る
年
表

一
九
九
七
年
　
　
　�

国
庫
補
助
事
業
認
定
、事
業
開
始

二
〇
〇
六
年
一
月
　�

鷹
島
町
が
松
浦
市
・
北
松
浦
郡
福

島
町
と
合
併
し
、松
浦
市
に

二
〇
〇
九
年
四
月
　�

鷹
島
肥
前
大
橋
開
通（
通
行
料
無
料
）

二
〇
一
一
年
四
月
　�

離
島
振
興
法
に
基
づ
く
離
島
指
定

解
除

辻山新悟さん。青島○の加工場前で。
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架
橋
前
の
二
〇
〇
五
年
に
は
一
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
他
県
へ
の
就
業
者
・
通
学
者
が
、
二

〇
年
に
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

鷹
島
支
所
（
旧
鷹
島
町
役
場
）
か
ら
唐
津
市
役

所
ま
で
車
で
四
〇
分
、
松
浦
市
役
所
本
庁
ま

で
は
、
唐
津
市
と
伊
万
里
市
を
経
由
し
て
一

時
間
か
か
る
状
況
に
あ
る
。
博
多
中
心
部
か

ら
も
車
で
約
一
時
間
半
の
好
ア
ク
セ
ス
と
な

っ
た
鷹
島
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

分
娩
間
隔
日
本
一
の
繁
殖
農
家

か
つ
て
鷹
島
に
は
広
範
囲
に
葉
タ
バ
コ
畑

が
広
が
っ
て
い
た
が
、
作
付
け
廃
止
農
家
の

募
集
（
廃
作
協
力
金
）
も
あ
っ
て
、
辞
め
た
区

域
も
多
い
。
現
在
の
農
業
は
畜

産
と
葉
タ
バ
コ
、
露
地
栽
培
が

中
心
で
、
肉
用
牛
の
繁
殖
農
家

が
二
三
戸
あ
る
。
そ
の
う
ち
大

石
啓
介
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
夫
妻

は
、
島
内
に
い
る
約
六
〇
〇
頭

の
う
ち
五
〇
〇
頭
ほ
ど
の
母
牛

を
人
工
授
精
さ
せ
て
仔
牛
を
産

ま
せ
、
約
九
カ
月
育
て
て
、
市

場
を
通
じ
て
全
国
の
肥
育
農
家

の
も
と
へ
と
売
る
繁
殖
農
家
で

「
令
和
三
年
度
な
が
さ
き
農
林

業
大
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
及
び
長

崎
県
知
事
賞
）」
を
受
賞
す
る
な

ど
注
目
を
集
め
て
い
る
。

鷹
島
生
ま
れ
の
啓
介
さ
ん
は
島
の
中
学
校

卒
業
後
、
諫い

さ

早は
や

農
業
高
校
、
県
立
農
業
大
学

校
を
出
て
、島
外
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
。二

〇
〇
三
年
、
二
六
歳
の
時
に
地
元
の
後
輩
か

ら
「
島
で
若
手
が
頑
張
っ
て
い
る
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
戻
っ
て
く
る
ん
で
す
か
」
と
言
わ

れ
、
帰
る
こ
と
を
決
意
。
葉
タ
バ
コ
と
畜
産

を
し
て
い
た
父
親
か
ら
、
畜
産
を
引
き
継
ぐ

形
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

架
橋
の
効
果
に
つ
い
て
啓
介
さ
ん
は
、「
エ

サ
で
あ
る
輸
入
牧
草
の
調
達
が
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
い
つ
で
も
購
入
で
き
る
と
い
う

安
心
感
も
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。
フ
ェ
リ
ー

で
の
海
上
輸
送
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
た
の
は

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
架
橋
に
よ
っ
て
エ
サ
を

取
り
扱
う
商
社
の
営
業
も
頻
繁
に
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
佐
賀
県
の
農
家
と
の

交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
情
報
交
換
や
研
修
の

機
会
が
増
え
た
と
い
う
。
島
の
畜
産
が
盛
ん

に
な
り
、
母
牛
の
頭
数
が
増
え
て
き
た
こ
と

か
ら
、
長
崎
市
出
身
の
恵
子
さ
ん
は
農
業
未

経
験
な
が
ら
も
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を

鷹島の道の駅「鷹ら島」から鷹島肥前大橋を望む。松浦は「アジフライ
の聖地」として友田吉泰市長がトップセールスを行なっており、アジフラ
イ目当ての来島者も多い。
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荷
先
で
、
月
に
一
回
、
鷹
島
の
南
西
、
船ふ

な

唐と
う

津づ

港
か
ら
本
土
の
御み

厨く
り
や

港
ま
で
鷹
島
汽
船
の

フ
ェ
リ
ー
が
「
セ
リ
市
牛
積
み
車
」（
四
ト
ン

車
、三
ト
ン
車
を
使
用
）
を
運
ん
で
い
る
。
あ
く

ま
で
合
理
的
な
輸
送
ル
ー
ト
が

選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
恵
子
さ
ん
は
、
架
橋

前
の
こ
と
を
「
船
の
運
航
に
合

わ
せ
て
、
時
間
に
迫
ら
れ
る
生

活
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
が

病
気
が
ち
だ
っ
た
の
で
、
架
橋

に
よ
っ
て
（
佐
賀
県
を
含
む
）
医

療
機
関
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
な
変
化
だ
っ

た
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。

養
殖
漁
業
の
生
産
拠
点

漁
業
面
で
は
、
新
松
浦
漁
業

協
同
組
合
の
本
所
が
鷹
島
町
阿あ

翁お
う

浦う
ら

に
置
か
れ
て
い
る
。
同
漁

協
は
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
生
産
日

本
一
。「
鷹
ふ
く
」ブ
ラ
ン
ド
で
、

九
州
各
地
か
ら
関
西
・
関
東
ま
で
広
く
出
荷

し
て
い
る
。こ
の
ほ
か
二
〇
〇
八
年
に
は
、エ

サ
の
買
い
付
け
や
製
品
出
荷
の
条
件
が
揃
っ

て
い
る
こ
と
、
サ
バ
の
日
本
有
数
の
水
揚
げ

を
誇
る
松
浦
魚
市
場
に
近
接
す
る
な
ど
養
殖

漁
業
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
鷹
島
の
利
点
に

着
目
し
、
本
マ
グ
ロ
養
殖
の
専
業
メ
ー
カ
ー

「
双
日
ツ
ナ
フ
ァ
ー
ム
鷹
島
（
株
）」
が
設
立

さ
れ
た
。
現
在
は
四
万
尾
ほ
ど
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
架
橋
に
よ
る
着
実
な
産
業

振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
一
方
、
課
題
は
や
は

り
人
材
不
足
で
あ
る
。
長
崎
県
の
求
人
を
探

し
て
い
る
人
に
、
鷹
島
は
「
遠
く
離
れ
た
場

所
」
と
の
印
象
を
持
た
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
と
い
う
。
特
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

案
内
で
は
、
ま
ず
都
道
府
県
を
選
択
し
て
か

ら
個
票
を
見
る
手
順
を
踏
む
た
め
、
そ
の
傾

向
が
強
い
。
そ
こ
で
、
交
通
の
ア
ク
セ
ス
が

よ
い
唐
津
市
で
の
求
人
対
応
の
際
に
、
鷹
島

の
求
人
を
紹
介
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
工
夫

を
講
じ
て
い
る
。

取
得
し
た
。

仔
牛
は
、
橋
を
介
さ
ず
に
市
場
に
出
荷
さ

れ
る
。
平
戸
市
田た

平び
ら

に
あ
る
「
Ｊ
Ａ
な
が
さ

き
西
海 

平
戸
口
中
央
家
畜
市
場
」が
主
な
出

大石啓介さん・恵子さん夫妻。
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車
で
行
け
る
島
キ
ャ
ン
プ
場

 「
キ
ャ
ン
プ
が
好
き
で
、
運
営
で
き
る
場
所

を
探
し
て
鷹
島
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」

こ
う
話
す
の
は
、
鷹
島
北
部
で
キ
ャ
ン
プ

場
「t

と
と

oto

・
ん
・
ト
コ
」
を
運
営
す
る
松
本

弘
二
さ
ん
。
陸
上
自
衛
隊
を
定
年
退
職
し
た

あ
と
、
鷹
島
で
の
キ
ャ
ン
プ
場
継
承
に
目
処

が
立
っ
た
た
め
、
二
〇
二
二
年
四
月
に
福
岡

県
北
九
州
市
か
ら
移
住
し
開
業
し
た
。
義
父

が
鷹
島
出
身
で
、
墓
参
り
な
ど
の
機
会
に
架

橋
前
の
鷹
島
に
船
で
渡
っ
た
経
験
が
あ
る
と

い
う
。

 「
北
九
州
を
夜
中
に
出
て
、
唐
津
市
星ほ

し

賀か

に

車
中
泊
、
フ
ェ
リ
ー
で
鷹
島
に
渡
っ
て
も
う

一
泊
し
て
い
ま
し
た
。
橋
が
架
か
る
前
は
島

に
行
く
の
が
一
苦
労
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
分
島
に
泊
ま
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
架

か
っ
て
利
便
性
が
上
が
っ
た
一
方
で
、
日
帰

り
す
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
」

架
橋
に
よ
っ
て
島
内
宿
泊
需
要
が
減
る
こ

と
は
予
想
で
き
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
経
営
と

い
う
観
点
か
ら
い
う
と
、
別
の
側
面
も
あ
る
。

鷹
島
ま
で
は
福
岡
市
内
か
ら
車
で
約
一
時
間

半
。
利
用
者
は
テ
ン
ト
や
イ
ス
な
ど
キ
ャ
ン

プ
用
品
を
車
に
積
ん
で
、
夕
方
ま
で
に
キ
ャ

ン
プ
場
に
直
接
乗
り
入
れ
、
簡
単
な
食
事
や

ア
ル
コ
ー
ル
と
と
も
に
眼
前
の
水
平
線
に
落

ち
る
夕
陽
や
夜
空
を
楽
し
み
、
一
泊
し
て
翌

朝
帰
っ
て
い
く
。

 「
最
近
流
行
っ
て
い
る《
ソ
ロ
グ
ル
キ
ャ
ン
》

の
お
客
さ
ん
が
多
い
で
す
ね
」

ソ
ロ
グ
ル
キ
ャ
ン
と
は
、
寝
床
は
一
人
ず

つ
で
確
保
し
つ
つ
、
食
事
や
焚
き
火
は
一
緒

に
過
ご
す
と
い
う
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
。
ア

ク
セ
ス
や
立
地
の
良
さ
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し

た
規
模
感
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
。

現
在
、
松
本
さ
ん
は
、
妻
、
中
学
二
年
生

か
ら
六
歳
ま
で
の
四
人
の
子
ど
も
た
ち
、
実

母
と
一
緒
に
鷹
島
で
暮
ら
し
て
お
り
、
キ
ャ

ン
プ
場
経
営
に
加
え
、
午
前
中
は
鷹
島
肥
前

大
橋
近
く
の
道
の
駅
「
鷹
ら
島じ

ま

」
で
魚
加
工

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
も

繁
盛
し
て
い
て
、
な
か
な
か
休
み
が
取
れ
な

い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

 「
第
二
、
第
三
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
き
た
い

で
す
。
目
の
前
の
黒
島
も
と
て
も
良
い
場
所

な
の
で
す
が
、
今
の
キ
ャ
ン
パ
ー
は
車
移
動

が
メ
イ
ン
。
船
で
渡
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

が
ネ
ッ
ク
で
す
」

松
本
さ
ん
は
、
忙
し
く
も
今
の
暮
ら
し
に

満
足
だ
と
い
う
。

元
寇
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に

二
〇
一
二
年
、
鷹
島
南
岸
東
部
の
「
鷹
島

神こ
う

崎ざ
き

遺
跡
」
が
日
本
の
海
底
遺
跡
と
し
て
初

の
国
史
跡
と
な
っ
た
。
蒙
古
襲
来
（
元
寇
）
に

関
す
る
古
戦
場
で
、
一
二
八
一
年
の
弘こ

う

安あ
ん

の

役
で
総
勢
四
四
〇
〇
隻
の
船
と
一
四
万
人
と

も
い
わ
れ
る
元
軍
の
大
半
が
海
底
に
沈
ん
だ

と
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
松
浦
市
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
周
辺
海
域
で
発
見
さ

れ
た
元
寇
遺
物
の
脱
塩
・
保
存
処
理
な
ど
の

作
業
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
に
は
元
寇
資
料
、
考
古
資
料
な
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ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
有
す
る
施
設

な
が
ら
も
、
橋
が
開
通
し
た
二
〇
〇
九
年
度

に
は
一
時
的
に
来
場
者
は
五
万
人
を
超
え
た

い
層
に
対
し
て
は
、
さ
ら
な
る
理
解
を
「
深

め
て
も
ら
う
」
た
め
、
二
〇
二
〇
年
に
鷹
島

神
崎
遺
跡
の
海
底
に
沈
む
木
製
い
か
り
を
引

き
揚
げ
る
「
元
寇
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
引
き

揚
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
一
一
〇
〇

万
円
を
超
え
る
支
援
が
集
ま
り
、
現
地
ツ
ア

ー
に
も
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
引
き
続
き
情
報
発
信
を
行
な
う
と
と

も
に
、
今
後
は
市
民
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
作
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
、
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

◆

本
土
と
の
常
時
交
通
が
確
保
さ
れ
て
鷹
島

は「
離
島
」で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、青

島
と
同
様
に
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、「
島
」
ら

し
さ
は
損
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
実
践
さ
れ
て
い

た
。
規
模
の
大
小
は
あ
り
つ
つ
も
、
産
業
を

軸
に
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
続
け
る
松
浦
の

島
々
の
未
来
が
楽
し
み
だ
。 

（
佐
伯
）

が
、
一
七
年
度
以
降
は
三
千
人
前
後
で
推
移
。

来
館
者
を
増
や
す
た
め
の
セ
ン
タ
ー
の
魅
力

の
周
知
な
ど
に
努
め
て
い
る
。そ
ん
な
中
、松

浦
市
文
化
観
光
課
で
は
「
元
寇
（
蒙
古
襲
来
）

を
活
か
し
た
食
と
歴
史
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
事
業
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
二
二
年
度
に

策
定
。
同
年
度
か
ら
の
三
カ
年

で
魅
力
の
発
信
、
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。歴

史
に
対
す
る
関
心
か
ら
遠

い
若
者
に
は
、
ま
ず
「
知
っ
て

も
ら
う
」
た
め
、
広
報
冊
子

『m
eets

！
ま
つ
ら
』制
作
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
。

食
の
魅
力
な
ど
を
通
じ
て
す
で

に
鷹
島
に
来
て
い
る
層
に
は
、

島
の
違
う
側
面
に
「
気
づ
い
て

も
ら
う
」
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。ま

た
、
歴
史
へ
の
関
心
が
高

松本弘二さん。鷹島と背後の黒島の両島で旧鷹島町を構成していた。


